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 １．概要（Summary） 

弾性表面波(SAW)デバイスは、ガスおよび液体セン

サ ーとしてよく利用されている。最近、バイオセンサ

ーとして も注目されはじめている。本研究では、

SAW デバイスの 表面音響光学効果を利用して高感

度バイオセンサーの 開発を目的としている。 

 ２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

電極設計：洗浄：ドラフト、Al 成膜：スパッタ装置 キャ

ノ ンアネルバ EB1100、パターニング：両面マスクア

ライナ SUSS MA6/BA6、Al エッチング：ドラフト、レジス

ト剥離： RIE SAMCO RIE-10NR とドラフト、ダイシン

グ：ダイシ ングソーDISCO  DAD322 

【実験方法】 

SAW デバイスの作製において、コンピュータ設計

シス テムを用い電極パターンを描画しフォトーリソグ

ラフェー用 のマスクを作製した。LiNbO3 結晶基板に 

Al 膜をスパッタ してパターン化にエッチング加工した。 

 ３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig.１に作製した  SAW デバイスと測定用ホルダーを

示す。 

 

Fig.1 SAW devices and its holder 

圧電効果を強くするため LiNbO3 結晶基板を利用した。 

SAW デバイスを用いたセンシングシステム概略を

Fig.２ に示す。バイオ液体試料をデバイス表面に置き、

電気信 号で SAW を励起させレーザー光と試料通過

前後の SAW との回折強度から試料吸収を高感度で検

出した。 
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Fig.2 Sensing system using SAW device 
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